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歴史ビッグデータ　〜古文書記録の共同利用に向けた取り組み〜

Historical Big Data - The challenge towards integrating historical

document records -
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　古文書や古記録にはさまざまな過去の情報が記録されている。このような歴史時代の天気や災害，桜の開花

やオーロラなどは，歴史学以外の地震学、気候学、天文学などの科学研究から人文社会分野に至るさまざまな

分野で研究に利用されている。そして、これらの研究で利用する古文書などは共通の場合が多い。例えば、石

川日記は東京都八王子市の農家の日記であり、1720年から記録があり、毎日の天気のほか、隕石や地震な

ど、さまざまな記録が含まれている。しかし、このような古文書などに記録されたデータは、これまで、それ

ぞれの分野で独自にデータ化され、研究もバラバラに進められてきた。また、歴史学においても、各研究者が

細分化された地域・資料で独自に研究を進めている。 

　本研究は、このような人が自分の周囲の変化や事象などを記録したものさまざまな記録を「状況記録」と

し、古文書などにある状況記録を「歴史的状況記録」とした。この「歴史的状況記録」は、前述のような歴史

的状況記録データを利用する分野間の課題を解決するための概念でもある。「歴史的状況記録」を定義するこ

とは、非構造的な歴史的状況記録データの利用における課題を軽減し、データ利用を促進する。そして、これ

まで自然・人文・社会の細分化された分野で進められてきた研究やデータを、「歴史ビッグデータ」として自

然と人間の連関（例えば、古気候と農業、災害、人口など）について時空間的な統合解析することで、新な知

見の創出につながると考えている。近年，情報技術の発展にともない古典籍等のデジタル化やテキスト化が進

み，歴史資料の利用は容易になってきた。とはいえ、現代の「ビッグデータ」と違い、統合解析のためには

データ構造化が必要である。また、各研究分野での経験や知見を共有することも重要である。この一環とし

て、CODHセミナー「歴史ビッグデータ〜過去の記録の統合解析に向けた古文書データ化の挑戦〜」を

2018年3月に開催する。そして、各分野で独自に進めてきた資料収集の情報を共有するシステムの研究開発を

進めている。
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